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１．2026年３月期第３四半期の連結業績（2025年３月21日～2025年12月20日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期第３四半期 40,931 10.7 3,697 24.9 4,342 26.6 3,185 36.5

2025年３月期第３四半期 36,967 7.5 2,961 361.6 3,431 228.2 2,334 630.1
(注)包括利益 2026年３月期第３四半期 4,846百万円( 58.0％) 2025年３月期第３四半期 3,067百万円( 76.9％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期第３四半期 135.49 －

2025年３月期第３四半期 93.88 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年３月期第３四半期 60,280 40,782 67.5 1,816.44

2025年３月期 58,847 41,236 69.9 1,659.06
(参考) 自己資本 2026年３月期第３四半期 40,663百万円 2025年３月期 41,151百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － 0.00 － 45.00 45.00

2026年３月期 － 0.00 －

2026年３月期(予想) 56.00 56.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年３月21日～2026年３月20日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 54,900 3.3 5,300 10.5 5,700 7.9 4,300 9.3 185.05
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年３月期３Ｑ 24,127,652株 2025年３月期 26,927,652株

② 期末自己株式数 2026年３月期３Ｑ 1,740,971株 2025年３月期 2,123,282株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年３月期３Ｑ 23,510,764株 2025年３月期３Ｑ 24,866,364株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想
に関する事項については、決算短信(添付資料)の２ページをご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期連結累計期間の経営成績の概況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善や旺盛なインバウンド需要を背景に、

緩やかな回復基調を維持しました。一方で、米国による通商政策の影響に加え、中東情勢及びウクライナ情勢の

混迷が続いており、国内外の景気の先行きは依然として不透明な状況にあります。

建設業界においては、公共投資は関連予算の執行により底堅く推移しており、民間設備投資も持ち直しの動き

が続いています。しかしながら、工期の延長傾向や担い手不足、働き方改革への対応等、当社グループを取り巻

く経営環境の先行きは依然として楽観できない状況にあります。

このような状況のもと、当社グループは「中期経営計画（2023年～2025年度）」に基づき、「コア事業の強

化・拡大」「グリーンイノベーションの推進」「経営基盤の強化・地域貢献」の３つの成長戦略を推進していま

す。特に、自社工場での配管加工を通じて、現場施工から工場製造へのトランスフォーメーションを進めていま

す。

この結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、受注高が前年同四半期比20.9％減の416億２千３百万円、売上

高が前年同四半期比10.7％増の409億３千１百万円、営業利益が前年同四半期比24.9％増の36億９千７百万円、経

常利益が前年同四半期比26.6％増の43億４千２百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益が前年同四半期比

36.5％増の31億８千５百万円となりました。

セグメントごとの業績は、次のとおりです。なお、セグメント間取引消去前の金額を使用しています。

（建設工事業）

当社グループの主要事業であり、売上高は前年同四半期比10.6％増の404億８千７百万円、セグメント利益（営

業利益）は前年同四半期比25.7％増の35億９千３百万円となりました。

（商業施設運営業）

当社グループが運営する道の駅まえばし赤城に基づくものです。売上高は前年同四半期比18.7％増の４億５千

４百万円、セグメント利益（営業利益）は前年同四半期比8.0％減の１億５百万円となりました。

（２）当四半期連結累計期間の財政状態の概況

当第３四半期連結会計期間末の総資産残高は、前連結会計年度末比14億３千２百万円（2.4％）増の602億８千万

円となりました。資産の部については、主として有形固定資産のその他（純額）に含まれる建設仮勘定が増加した

ことによります。

負債の部については、前連結会計年度末比18億８千６百万円（10.7％）増の194億９千７百万円となりました。こ

れは、主として流動負債のその他に含まれる未払金が増加したことによります。

純資産の部については、前連結会計年度末比４億５千３百万円（1.1％）減の407億８千２百万円となりました。

これは、主として親会社株主に帰属する四半期純利益を計上した一方、配当金の支払い及び自己株式の消却により

利益剰余金が減少したことによります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

最近の業績動向及び今後の見通し等を勘案し、2025年５月７日付決算短信において公表いたしました2026年３月

期の通期連結業績予想を修正しています。当該予想数値の修正に関する事項は、本日（2026年２月３日）公表の

「業績予想および配当予想（増配）の修正に関するお知らせ」をご参照下さい。

なお、業績予想につきましては、現時点で入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいて

おり、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく

異なる可能性があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年３月20日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年12月20日)

資産の部

流動資産

現金預金 11,494,518 8,178,208

受取手形、完成工事未収入金等及び契約資産 17,874,510 16,517,345

電子記録債権 1,023,847 1,742,058

有価証券 822,654 286,291

未成工事支出金等 2,226,468 2,442,818

その他 1,310,890 1,882,821

貸倒引当金 △13,610 △10,686

流動資産合計 34,739,278 31,038,857

固定資産

有形固定資産

建物・構築物（純額） 2,993,241 2,874,736

その他（純額） 5,066,732 8,174,797

有形固定資産合計 8,059,974 11,049,534

無形固定資産

顧客関連資産 140,571 114,214

のれん 190,786 90,274

その他 1,245,929 1,348,503

無形固定資産合計 1,577,287 1,552,992

投資その他の資産

投資有価証券 12,255,933 14,298,965

退職給付に係る資産 1,644,712 1,748,204

その他 570,305 591,587

投資その他の資産合計 14,470,951 16,638,757

固定資産合計 24,108,213 29,241,283

資産合計 58,847,492 60,280,141

負債の部

流動負債

工事未払金 7,335,280 4,330,772

買掛金 109,885 14,855

短期借入金 680,000 2,465,000

1年内返済予定の長期借入金 42,247 42,049

未払法人税等 1,405,206 534,800

契約負債 2,156,391 3,281,970

賞与引当金 1,213,932 671,598

株主優待引当金 34,940 -

工事損失引当金 18,374 175,427

完成工事補償引当金 69,278 68,438

その他 1,885,641 4,417,921

流動負債合計 14,951,177 16,002,835

固定負債

長期借入金 499,277 484,356

役員退職慰労引当金 131,311 -

その他 2,029,601 3,010,616

固定負債合計 2,660,191 3,494,972

負債合計 17,611,369 19,497,808
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年３月20日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年12月20日)

純資産の部

株主資本

資本金 5,000,000 5,000,000

資本剰余金 4,730,625 4,499,820

利益剰余金 27,781,730 26,692,478

自己株式 △1,389,350 △2,183,767

株主資本合計 36,123,005 34,008,531

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 4,588,733 6,279,375

退職給付に係る調整累計額 440,169 376,080

その他の包括利益累計額合計 5,028,902 6,655,455

非支配株主持分 84,215 118,345

純資産合計 41,236,123 40,782,333

負債純資産合計 58,847,492 60,280,141
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2024年３月21日
至 2024年12月20日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年３月21日
至 2025年12月20日)

売上高 36,967,650 40,931,121

売上原価 31,849,603 34,899,899

売上総利益 5,118,046 6,031,222

販売費及び一般管理費 2,156,806 2,333,623

営業利益 2,961,239 3,697,599

営業外収益

受取利息 47,562 65,638

受取配当金 292,188 366,962

持分法による投資利益 26,088 -

有価証券償還益 - 9,766

受取賃貸料 28,840 31,867

助成金収入 8,863 -

その他 117,954 240,228

営業外収益合計 521,498 714,462

営業外費用

支払利息 21,092 36,285

有価証券償還損 624 8,449

賃貸費用 17,243 20,249

その他 12,122 4,228

営業外費用合計 51,082 69,213

経常利益 3,431,656 4,342,848

特別利益

固定資産売却益 11,623 13,979

投資有価証券売却益 11,371 594,163

特別利益合計 22,994 608,142

特別損失

減損損失 - 4,500

固定資産売却損 - 21,613

固定資産処分損 96 102

投資有価証券売却損 41 3,848

投資有価証券評価損 - 42,689

特別損失合計 137 72,753

税金等調整前四半期純利益 3,454,513 4,878,237

法人税、住民税及び事業税 835,910 1,434,344

法人税等調整額 270,236 224,275

法人税等合計 1,106,147 1,658,620

四半期純利益 2,348,365 3,219,617

非支配株主に帰属する四半期純利益 13,833 34,130

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,334,532 3,185,486
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2024年３月21日
至 2024年12月20日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年３月21日
至 2025年12月20日)

四半期純利益 2,348,365 3,219,617

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 766,672 1,690,642

退職給付に係る調整額 △47,593 △64,089

その他の包括利益合計 719,079 1,626,553

四半期包括利益 3,067,444 4,846,170

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,053,611 4,812,040

非支配株主に係る四半期包括利益 13,833 34,130
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

前第３四半期連結累計期間(自 2024年３月21日 至 2024年12月20日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年６月18日
定時株主総会

普通株式 680,938 27 2024年３月20日 2024年６月19日 利益剰余金

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

３．株主資本の金額の著しい変動

当社は、2024年３月11日開催の取締役会決議に基づき、自己株式415,400株の取得を行っています。この結果、単

元未満株式の買取りによる取得を含め、当第３四半期連結累計期間において、自己株式が450,044千円増加し、当第

３四半期連結会計期間末において自己株式が1,389,323千円となっています。

当第３四半期連結累計期間(自 2025年３月21日 至 2025年12月20日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2025年６月17日
定時株主総会

普通株式 1,116,196 45 2025年３月20日 2025年６月18日 利益剰余金

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

３．株主資本の金額の著しい変動

当社は、2025年３月28日開催の取締役会決議に基づき、社員持株会向け譲渡制限付株式インセンティブとして

126,534株の自己株式の処分、並びに、2025年６月17日開催の取締役会決議に基づき、譲渡制限付株式報酬として

13,199株の自己株式の処分を行いました。また、2025年７月22日開催の取締役会決議に基づき、自己株式2,556,900

株の取得を行い、2025年８月26日開催の取締役会決議に基づき、2025年９月10日付で自己株式2,800,000株を消却し

ました。この結果、単元未満株式の買取りによる取得を含め、当第３四半期連結累計期間において、自己株式が

794,416千円増加し、当第３四半期連結会計期間末において自己株式が2,183,767千円となっています。
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（会計方針の変更に関する注記）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日。以下「2022年改正会

計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しています。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20-3項

ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28号

2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65-2項(2)ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

います。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表に

おける取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を第１四半期連結会計期間の期首から適用

しています。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適用後の四半

期連結財務諸表及び連結財務諸表となっています。

なお、当該会計方針の変更による前年四半期の四半期連結財務諸表及び前連結会計年度の連結財務諸表への影響

はありません。
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（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間(自 2024年３月21日 至 2024年12月20日)

報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント

合計
調整額
（注１）

四半期連結損益
計算書計上額
（注２）建設工事業 商業施設運営業

売上高

外部顧客への売上高 36,584,775 382,875 36,967,650 － 36,967,650

セグメント間の内部売
上高又は振替高

15,679 － 15,679 △15,679 －

計 36,600,454 382,875 36,983,329 △15,679 36,967,650

セグメント利益 2,857,997 114,922 2,972,919 △11,680 2,961,239

（注）１ セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去です。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しています。

当第３四半期連結累計期間(自 2025年３月21日 至 2025年12月20日)

報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント

合計
調整額
（注１）

四半期連結損益
計算書計上額
（注２）建設工事業 商業施設運営業

売上高

外部顧客への売上高 40,476,567 454,554 40,931,121 － 40,931,121

セグメント間の内部売
上高又は振替高

11,055 － 11,055 △11,055 －

計 40,487,622 454,554 40,942,176 △11,055 40,931,121

セグメント利益 3,593,786 105,707 3,699,493 △1,894 3,697,599

（注）１ セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去です。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しています。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費(のれん及び顧客関連資産を除く無形固定資産に係る償却費を含む。)、のれんの償

却額及び顧客関連資産償却費は、次のとおりです。

前第３四半期連結累計期間
(自 2024年３月21日
至 2024年12月20日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年３月21日
至 2025年12月20日)

減価償却費 382,675千円 416,744千円

のれんの償却額 155,605千円 100,511千円

顧客関連資産償却費 26,357千円 26,357千円
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（収益認識関係）

１．顧客との契約から生じる収益を分解した情報

前第３四半期連結累計期間（自 2024年３月21日 至 2024年12月20日）

（単位：千円）

項目

建設工事業
商業施設

運営業
合計

建築・土木 空調・衛生 電気・通信
水処理

プラント
冷凍・冷蔵

一定期間にわたり移転される財又はサービス

建設 1,959,425 23,860,531 4,396,335 2,777,307 2,267,750 － 35,261,350

設備等の

メ ン テ ナ

ンス

－ 1,259,299 － － － － 1,259,299

不動産管

理
－ － － － － 248,529 248,529

一時点で提供される財

物品等の

販売
19,518 － － 33,533 － 134,345 187,397

顧客との契約

から生じる収

益

1,978,944 25,119,831 4,396,335 2,810,841 2,267,750 382,875 36,956,577

リース収益 － 11,073 － － － － 11,073

外部顧客への

売上高
1,978,944 25,130,904 4,396,335 2,810,841 2,267,750 382,875 36,967,650

（注）リース収益は、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号 2007年３月30日）に基づくものです。

当第３四半期連結累計期間（自 2025年３月21日 至 2025年12月20日）

（単位：千円）

項目

建設工事業
商業施設

運営業
合計

建築・土木 空調・衛生 電気・通信
水処理

プラント
冷凍・冷蔵

一定期間にわたり移転される財又はサービス

建設 1,847,002 25,882,209 5,611,830 4,005,929 2,052,064 － 39,399,036

設備等の

メ ン テ ナ

ンス

－ 1,009,658 － － － － 1,009,658

不動産管

理
－ － － － － 269,307 269,307

一時点で提供される財

物品等の

販売
23,044 － － 33,489 － 185,247 241,781

顧客との契約

から生じる収

益

1,870,046 26,891,868 5,611,830 4,039,419 2,052,064 454,554 40,919,783

リース収益 － 11,338 － － － － 11,338

外部顧客への

売上高
1,870,046 26,903,206 5,611,830 4,039,419 2,052,064 454,554 40,931,121

（注）リース収益は、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号 2007年３月30日）に基づくものです。



株式会社ヤマト(1967) 2026年３月期 第３四半期決算短信

-11-

３．補足情報

（１）連結受注実績内訳

（単位：千円）

種類別
2025年３月期 2026年３月期

比 較 増 減 増減率
第３四半期 第３四半期

建設工
事業

建 築 ・ 土 木 2,084,776 (4.0%) 2,429,737 (5.9%) 344,960 16.5 %

空 調 ・ 衛 生 36,555,183 (69.5) 24,522,322 (58.9) △12,032,861 △32.9

電 気 ・ 通 信 6,485,210 (12.3) 7,735,555 (18.6) 1,250,345 19.3

水 処 理 プ ラ ン ト 4,044,849 (7.7) 4,167,270 (10.0) 122,421 3.0

冷 凍 ・ 冷 蔵 3,041,633 (5.8) 2,303,050 (5.5) △738,582 △24.3

リ ー ス （空調・衛生） 11,073 (0.0) 11,338 (0.0) 264 2.4

計 52,222,726 (99.3) 41,169,274 (98.9) △11,053,451 △21.2

商 業 施 設 運 営 業 382,875 (0.7) 454,554 (1.1) 71,679 18.7

合 計 52,605,601 (100.0) 41,623,829 (100.0) △10,981,772 △20.9

(注)（ ）内のパーセント表示は、構成比率

（２）個別受注実績内訳

（単位：千円）

区 分
2025年３月期 2026年３月期

比 較 増 減 増減率
第３四半期 第３四半期

建 築 ・ 土 木 1,841,153 (3.9%) 1,907,616 (5.4%) 66,462 3.6 %

空 調 ・ 衛 生 34,946,951 (74.6) 23,484,856 (66.9) △11,462,094 △32.8

電 気 ・ 通 信 2,994,612 (6.4) 3,265,529 (9.3) 270,917 9.0

水 処 理 プ ラ ン ト 4,013,340 (8.6) 4,137,005 (11.8) 123,664 3.1

冷 凍 ・ 冷 蔵 3,041,633 (6.5) 2,303,050 (6.6) △738,582 △24.3

リ ー ス （空調・衛生） 11,073 (0.0) 11,338 (0.0) 264 2.4

合 計 46,848,764 (100.0) 35,109,396 (100.0) △11,739,367 △25.1

(注)（ ）内のパーセント表示は、構成比率


